
夏至 

５歳児（道） 

友だちとのつながりを深めながら、自分の思いを相 

手に伝え聞こうとする。 

４歳児（和） 

友だちと思いを伝え合いながら、一緒に遊ぶ事を楽

しみイメージを共有する。 

３歳児（愛） 

梅雨期の自然を見たり、触れたりして興味・関心を 

持って楽しむ。 

２歳児（心） 

保育者に見守られながら、好きな遊びをしたり仲立 

ちをしてもらいながら、気の合う友だちと遊ぶ。 

１歳児（輝） 

友だちに関心を持ち、一緒に遊びを楽しむ。                   

０歳児（純） 

保育者との安定したかかわりの中で、興味のある物 

に触れたり体を動かして遊ぶ。                                              

 

 

 

 

 

 

 

                  
                                                                                                  

  

  

 

歯と口の健康週間の 

４日(水)から歯と口の健康週間が始まります。園で

は歯の大切さや虫歯予防の必要性、上手な歯の磨き方

を伝えていきます。 

 

歯と口の健康週間 

 
行事予定 

学 園 だ よ り 

           

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                      光の子 
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令和７年６月１日 

光明第四こども園 

※不審者対応訓練は予告なしで実施いたします。                   

https://www.koumyou4.net 
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１日〈日〉 衣替え 

２日〈月〉  保育参加開始 

３日〈火〉 避難訓練 

      煙体験（幼児） 

５日〈木〉 体操教室（心、幼児） 

１０日〈火〉 時の記念日 

       茶道（道） 

０歳児健診 

１１日〈水〉 入梅 

       プール開き 

身体測定（幼児） 

 

  

  

 

 

              

 

 

       

保育目標 

晴れたり雨が降ったり、天気の移り変わりが多いこ

の時期。雨が降る日でも、傘をさすのが楽しい子、長

靴を履くのが楽しい子、レインコートを着るのが楽し

い子と、子どもたちにとっては楽しい要素や発見がた

くさんあるようです。梅雨に入ると気温も高く、湿度

も高くなるので十分な水分補給や、熱を外へ逃しやす

い恰好をし、元気に過ごしましょう。  

 

時の記念日 
１０日（火）は「時の記念日」です。時間の役割や、

時間を守るという事が、みんなで過ごす時のきまりで

ある事を子どもたちと考えていきます。 

また、時計にちなんだ歌や製作などを取り入れ、「時

計」を学んでいきます。 

 

２１日(土)は、夏至です。一年のうちで最も昼の時

間が長く、夜の時間が短い日のことです。季節によ

って昼と夜の長さが違うことや、夏至の頃、夜中に

なっても太陽が沈まない状態になる国があるなど、

世界の不思議な現象を伝えて、一緒に考えていきま

す。 

 

１２日〈木〉 体操教室（心、幼児） 

       身体測定（乳児） 

１６日〈月〉 ふれあい動物園 

１７日〈火〉 書道（道） 

１９日〈木〉 体操教室（心、幼児） 

２１日〈土〉 夏至 

２４日〈火〉 誕生会          

２６日〈木〉 体操教室（心、幼児） 

２７日〈金〉 歯磨き指導（道、和） 

 

 

６月１日(日)は、衣替えです。平安時代の宮中では中国の風習にならい、

お祓いの意味もこめ、四季に応じて着るものや調度品、畳などを取り替えてい

ました。明治以降、制服を着ることが一般的になると６月と１０月に衣替えを

し、暑さ寒さによって服を取り替える日となりました。身の回りではどのよう

な職業の人の制服が替わるのか、子どもたちと探してみるのも楽しいですね。 

・幼児組は、夏の制服・制帽に変わります。光明学園では、制服を取り入 

れ、自ら着替えを行ったり、自分で管理したりすること 

などで、指先の発達から、みんなで使う物を大切に使う 

心を育んでいきたいと考えています。 

 

 

 

こころの日 保育目標 

 ～生き物を大切にしよう～ 

 

 

 

衣替え 

 

 

 

 

 

ここ数日は、こども園から帰宅するとおもちゃ

のピアノを弾きながら「先生おはようみなさんお

はよう」の歌を一曲歌うようになりました。最後

の「おはようおはよう」の所はとても気合いが入

っていて、手を口元に当てながら大声で歌ってい

ます。 

（輝組 保護者より） 

ひなたぼっこ 
  


